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　風鈴、朝顔、鬼灯（ほおずき）、そして金魚、夏を彩る風

物である。とは云っても、今では歩調に合わせて左右に揺ら

れながら、チリンチリンと軽やかで涼しげな音とともに売り

声が聞こえてくることもなくなった。風鈴売りと金魚売りが

同時に来ることもあった。季節の音、色、匂いなどを身近に

感じたものである。色紙に認める作家、サラサラと描いてい

るようにみえるのだが、しっかりとした技量がないと出来な

いことだ。作家の自由な発想と自由な線が正方形の小さな画

面の中で自在に動く。画面の中央を浮遊するようにゆったり

と泳ぐ金魚、なにも描き込まれていない白い空間が３匹の金

魚を際立たせている。作品の中の季節の風物、これも未来に

「伝え」てゆかなければならないことである。

『金魚』（色紙）

年不詳　小川原　脩　画
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　レルヒ中佐のエゾ富士登山後、スキーは徐々に北海道内に浸透

してゆきました。レルヒの指導を受けた将校たちも北海道のス

キー発達に貢献しております。各地で講習会が開かれ、人びとは

長くて暗い冬の生活にスキーを取り入れ、ウインタースポーツ、

レジャーとして取り入れるようになりました。レルヒ以後、羊蹄

山はスキーヤー憧れの山だったそうです。大正２年、北大スキー

部が大正２年１２月に初挑戦するが６合目で断念。翌年、９合目ま

で。大正９年１月にスキーだけで登頂成功。前後して北大、小樽

商大スキー部は競うようにニセコの山々をスキーで征服。彼らの

スキー練習を見ていた地元の人たちは、手作りのスキーを履き、

見よう見まねでスキーを練習していました。この中には後にス

キー大会で活躍した選手たちもおりました。倶知安町での初めて

のスキー大会は、大正５年２月に旭ヶ丘公園の一角で行われまし

た。なんと、一番長く滑った人が優勝というものでした。

その３７『黎明期のスキー事情』　大正～昭和 ３５２回

滝口スポーツ部初めてのスキー出展

国産振興北海道拓殖博覧会（昭和６年）写真所蔵：スポーツたきぐち

風 土 館 講 座 の お さ そ い

風土館で二つの講座を開催します。どちらも聴講料

は無料。ただし展示見学を含む場合は百円の入館料

（団体扱い）がかかります。

■演題／マイマイガのふしぎ～大害虫の正体～

■講師／東浦 康友さん（東京薬科大学教授）

■日時／７月７日（土）１５時～１６時３０分

■内容／マイマイガはしばしば大発生し、森を

ハダカにしてしまうこともある大害虫で、いま

だに決定的な駆除対策が見出されていません。

マイマイガの生態や特徴、さらにはナゾについ

て分かり易く解説して下さいます。

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ははははははははははははははははははははススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周今年はスキー伝来１００周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年


